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亜熱帯マングローブ林でのメジロを核にした混群形成
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はじめに

ニューギニアの熱帯林でのDiamond（1987）による中型烏の混群の研究や，南米アマゾン

の熱帯林でのWilliｓ（1978）やＭｕｎｎ（1985,1986)，Ｍｕｎｎ＆Terborgh（1979）によるアリ

ドリ類を中心とした混群研究,Croxall(1976)によるボルネオやPartridge＆Ashcroft(1976）

によるスリランカの林での混群研究など，熱帯から亜熱帯の森林では，様々な種の鳥が多様

な種構成の混群形成を行なうことがわかっている．

一方，その大部分が温帯域に位置する日本では，亜熱帯域の鳥類の混群についての研究は

ほとんどなかった．しかし近年，小笠原諸島とともに，日本では唯一亜熱帯域に位置する琉

球諸島において，秋期から冬期にかけて混群が形成されることがわかってきた．たとえば沖

縄島の山原においてメジロZbs彫ｍｐｓ”0"ｉａｚ,シジュウカラRz7ws加恥γ,ヤマガラＲｚﾉαγjzfs

を中心に，サンショウクイ睦汝mcOfzfs〃”戒α妬，コケラＤｅ””cOpOs姥z”，ウグイ

スα/”〃"0"e,ヒヨドリ且【ゆs批彪ｓα加α『”雄などの入った混群が形成されることを大

西･中須賀（1983）が報告しているほか，冬期，同じ地域でキビタキF1jrg成血”α元jsS伽αの

入った混群も観察されている（池長裕史私信)．しかし，これらの地域での混群の構成種の

定量的な記載はもちろん，混群が形成される環境，季節変動などについての報告はなく，日

本の亜熱帯域での混群研究はまったく進んでいないのが現状である．

今回，著者らは沖縄県八重山諸島西表島のマングローブ林において，マングローブの花粉

媒介者としてのメジロの役割を調べている際，メジロの群れを核にして，数種の鳥による混

群が形成されることに気がついた．そこで西表島船浦のマングローブ林において，2001年の

夏と秋に生息鳥類についての基礎的な調査を行ない，出会った混群について記録した．調査

は継続中であるが，亜熱帯沖縄のマングローブ林という特殊な環境で形成されるこの混群に

ついて，ここでは構成種と群れサイズ，群れの行動と採食空間などについて，その実態を報

告する．

調査地および調査方法

調査は2001年７月25日～８月24日にかけての１５日間（142時間）および同年10月１１～22日に

かけての10日間（25時間)，八重山諸島の西表島船浦（24.24'Ｎ，123.48'30,'E）のマングロー
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ブ林において行なった．このマングローブ林は，オヒルギＢ"鰹""ｍｇｙ""２０”力jza，メヒル

ギKZz刀””αz"此ﾉ,ヤエヤマヒルギＲ〃たゆﾙ0”籾"αり"α/αの３種のマングローブから構

成されており，湾奥部は泥質の干潟であるが，湾口部の林縁にあたる部分は干潟の一部に砂

州や砂浜が形成され，おもにオヒルギとヤエヤマヒルギが優占している．

調査期間中はほぼ毎日，干潮時に２～３時間，マングローブの林緑部並びに林内の湾筋を

無作為に歩きまわり，双眼鏡をもちいて，出会った烏の種と個体数を記録し，混群に出会っ

た際には，その構成種と個体数を記録した．また，混群を構成する種について，行動と採食

空間についても記録した．混群の定義については，基本的にBell(1986)の(1)少なくとも２種

３羽以上の個体から構成されていること,(2)すべてのメンバーが25ｍ以内にいること,(3)その

群れは少なくとも５分間は維持されること,(4)同じ方向に30ｍ以上進まねばならないことの４

点にしたがって判定した．

またメジロ，シジュウカラ，サンショウクイ，ヒヨドリ，キビタキの西表島に生息する地

方個体群は，それぞれリュウキュウメジロＺメノ００c〃00e"s庵，イシガキシジュウカラＲ''2．

犯惣?沈応，リュウキュウサンショウクイＲｄｋ姥”“イシガキヒヨドリＨα､s/”２９”，

リュウキュウキビタキＲ邦.０z(ﾉsj0"/と別亜種に分類されている（日本烏学会2000)．リュ

ウキュウメジロは腹部側面の褐色味がほとんどなく，小型であること．イシガキシジュウカ

ラは腹部が白ではなく灰色味が強く，全体に暗色が濃いこと．リュウキュウサンショウクイ

は背面がほぼ黒色で，額の白い部分が少なく，腹部も灰色っぽいこと．イシガキヒヨドリは

全体に暗色で，腹部全体に赤褐色味が強いこと．リュウキュウキビタキは上面が真っ黒では

なく，かなり緑色味が強く，喉のオレンジ色がなく，胸から腹部全体が黄色であること，ま

た雨覆から風切に入る白斑が大きいこと（池長裕史私信）がわかっている．今回の調査は夏

から秋にかけて行なったので越冬個体群が混じる可能性は低いと考えられたが，観察の際に

は，これら５種の鳥の中に，より北方の地域個体群に属する別亜種が含まれていないかを常

に注意しながら記録をとった．ただし上記の亜種以外の亜種が混群に参加していた証拠はな

かったので，以下の本文では，亜種名をつけずに種名だけを使用する．

結果

夏（７～８月）の調査では７月26日から８月22日までに16群，秋（10月）の調査では１０月

19日と22日に５群の混群が記録された．どちらの時期にも観察された混群の構成メンバーは，

メジロを中心に，シジュウカラ，サンショウクイ，ヒヨドリの４種で，これらはすべて琉球

諸島特産の亜種であった．混群の構成メンバーの中で，最も個体数の多いのはメジロで，混

群の核として先導種（leader）の役割を果たしていた（図ｌ）．ついで，随伴種（follower）

としてのサンショウクイ，シジュウカラの順で，８月の調査では，サンショウクイやシジュ

ウカラは若鳥を含む家族群で参加しているときもあった．

夏と秋の調査において，混群の構成種には若干の違いがみられた．８月には留鳥のキビタ

キの混群への参加が観察されたが，１０月には調査地域においてキビタキそのものが観察され
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図２．混群の個体数の夏期と秋期の

比較

Ｆｉｇ２・Flocksizeofmixedspecies
flocks・Errorbarsrepresent
standarddeviations．

なかった．一方,１０月の調査では，渡りの鳥類として，メボソムシクイＰﾉり'/んscopz鱈６０ブゼα/恋

とエゾビタキノ''2婚c血”αｇ滝eis雄Ａ２が混群に加わっているのが”各１例観察された．

夏と秋で群れサイズには大きな差があった．夏の調査では混群の群れサイズは４～32羽で

平均14.6±8.3(ＳＤ)羽であったが，秋は４～８羽で平均5.6±1.8羽と，大きく減少した（図

２)．この違いは混群に加わっているメジロの個体数に関係していた．夏に観察できたメジロ

については，単独で観察された時の群れサイズは，夏が平均3.9±5.4羽で，秋には1.8±１．０

羽と，その多くがおそらくはペアと思われる２羽で観察された．一方，混群の中にしめるメ

ジロの個体数は，夏が平均12.8±7.8羽，秋には3.8±2.0羽で，夏の混群サイズが大きいの

は，もっぱらメジロの参加によるものであった．

シジュウカラは夏1.1±0.3羽，秋１羽（ｌ例のみ)，サンショウクイは夏1.5±0.7羽，秋は

２回の観察例のどちらも２羽で，つがいと思われる２羽で観察されることが多かった．ヒヨ

ドリは夏も秋（ｌ例）も２羽であった．キビタキ，エゾビタキ，メボソムシクイは，すべて
単独で観察された．

各種の利用する空間には明らかな違いが認められた(表ｌ）．メジロはおもにマングローブ

の中層を利用していたのに対し，サンショウクイはおもに樹冠部，シジュウカラは中～下層

域を移動していた．キビタキは中層からマングローブの根本に近い暗い空間を利用していた．

サンショウクイ，シジュウカラ，キビタキはメジロの群れにかなり密に随伴していたが，上

５

０ ０

ZノＩＰ'〃ＩＰｉＩＨｎｌＦ〃ｌＰｂｌＭ８ Sｕｍｍｅｒ Ｆａｌｌ

図１．混群の種構成

Fig.１．Thecompositionofmixedspeciesflocks・
Errorbarsrepresentstandarddeviations・

Ｚｊ：メジロZbs””ｓ”0"ｉａｚ，Ｐｍ：シジュウカラ
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ビタキＦYどeα"〃”α施ISS"Ｉα，Ｐｂ：メボソムシクイ
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表１．混群櫛成種が利用する森林内での高さ

Table１．Frequencyofforestlayerusedbyeachmixedspeciesflockmember．
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ヨドリは一時的な参加で，合流してもすぐに離れていく傾向があった．

メジロは７～８月にはおもにオヒルギの花から吸蜜していた．ヒヨドリは花蜜食者ではあ

るが，オヒルギからのI吸蜜はみられなかった．１０月にはオヒルギのつぼみはみられたが，開

花している花はみつからなかった．そのため，マングローブ内で観察されたメジロは，花か

ら吸蜜するのではなく，ほかの小鳥類と同じく，樹木の枝や葉についた昆虫類を採食してい

た．また10月の観察期間中に，メジロがかなり大きな鱗遡目の幼虫（種不明）を捕らえ，何

度も枝にたたきつけてから，飲み込むのを２例観察した．

FrequenCV(％）
Ｎ種名 SPecies uDDermiddle lower

１

1５６

考察

これまでマングローブ林での烏の生息密度は非常に低いと思われていたが．今回の観察で，

シギ類，サギ類，クイナ類などの水辺の鳥だけではなく，オヒルギの開花期には多くのメジ

ロがマングローブ林を訪れ，しかもヒヨドリ，サンショウクイ，シジュウカラ，キビタキな

どがメジロの群れに随伴して，メジロを中心とする混群が形成されることが明らかになった．

これはマングローブ林の烏相がこれまで考えられていたように決して貧弱なものではないこ

とを示している．

混群を形成する要因には，さまざまなものが考えられている（上田1989)．先導種のメジ

ロは，おそらくほかの烏が参加しなくても単独の種群で，オヒルギの開花期にはマングロー

ブ林を移動しながら採食しているのであろう．キビタキ，サンショウクイ，シジュウカラは

花蜜を利用しないので，これらの烏がメジロの群れに随伴して混群を形成する理由は，おそ

らく捕食者の危険を薄める効果（うすめの効果；Krebs＆Daviesl981）や，メジロが移動

していく際に飛び出す昆虫類を採食している（Munnl986）のだと考えられる．

夏と秋でメジロの群れの個体数には大きな差があったことは，オヒルギの開花期と関係し

ていると思われた．８月の調査期間中，オヒルギの木はそのほとんどが多くの花をつけてい

た．１０月にはオヒルギの花は，つぼみはみられたが，開花しているものはみつからなかった．

オヒルギは，赤い花を咲かせて大迅の蜜を分泌するという特性から，烏媒花と思われ，開花

期にはメジロに良質の蜜資源を提供している．１つの花あたりの蜜はそう多くはないが，開

花中は，毎日，一定丑の蜜を分泌してくれる回復可能な資源である．Ｃｏｄｙ（1971）がモハベ
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砂漠のフィンチ類の群れで示したように，メジロはこの季節，個別にオヒルギを訪れて，ほ

かの個体が吸蜜してしまったオヒルギの花を訪問して無駄な採食努力をすることを避けるた

めに，群れを形成し，オヒルギ林を巡回しているのだと思われる．また今回，捕僅したメジ

ロの齢査定は行なわなかったが，おそらく７～８月のメジロの群れには巣立った若鳥が多数

参加していたことが，混群サイズを大きくしていた要因であろう．

今回記録された混群の構成種の中で，恒常的なメンバーと考えられたメジロ，ヒヨドリ，

サンショウクイ，シジュウカラ，キビタキの５種がこの地域に留鳥として生息する特産の亜

種であったことは興味深い．今回の観察は７～８月の繁殖期の後期と１０月に限られていたが，

冬期や繁殖期の初期などほかの季節にも，これらの留鳥が同じメンバーで混群を形成するの

かどうかは不明である．また留鳥であるオリイヤマガラＲｚﾉ.０/んα“"ｓや夏烏のリュウキュ

ウサンコウチョウ719ゆs伽”“"αZ"ぬ”j“は今回の調査では記録されなかったが，今

後の調査が進めば，混群への参加が記録されるかも知れない．さらに冬期，琉球諸島にはメ

ジロやウグイスの北方の個体群（別亜種）が越冬に来ると言われている（梶田学私信）の

で，これらの別亜種が冬期に混群に参加するのかどうか，またどのようにマングローブを利

用しているのかなどは今後の興味深い研究課題である．
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Mixedspeciesflocksinsub-tropicalmangroveforestinJapan
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WeobservedmixedspeciesflocksofsmallpasserinesinJuly-AugustandinOctoberinsub-

tropicalmangroveforestonthesub-tropicalislandoflriomote-jima,southernJapan・Wemet

l5flocksinJuly-AugustandfiveflocksinOctober・TheleaderspecieswastheJapaneseWhite

-eyeZbs彫”ｓ”0"たａａｎｄｆollowerswereGreatTitsRz"'ｓ加伽'；Brown-earedBulbuls

HMpsゆ〆esα'"αﾉｲ”雄,andAshyMinivetsPｾガcmcoj"s伽の““・Thesewereobservedinboth

seasons，NarcissusFlycatchersFi“d"わ〃α'℃jss加ａｗｅｒｅｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎｆｌｏｃｋｓｊｕｓｔｉｎｓｕｍmer，

AllthesespeciesareendemicresidentsubspeciesbreedingonlriomotelslandlnOctober,two

migrantspecies，anArcticWarblerﾉｺﾙv"ＯＳＣ”"ｓｂｏｒealisandaGrey-streakedF1ycatchｅｒ

〃"sciaZlagγfseisiたmwereobserved・Ｔｈｅｆｌｏｃｋｓｉｚｅｗａｓ１４．６±３．３（Ｘ±ＳＤ）ｉｎｔｈｅｓｕｍｍｅｌ・

ａｎｄ５．６±１．８inthefall・Theflocksizeisexpectedtobecloselyrelatedtothefloweringseason

ofOhirugiB？7哩"e'tzgy"z"0”liza・Thisisthefirstreportonthecompositionofmixedspecies

flocksinsub-tropicalmangroveforestinJapa､．
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